




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ばる法立、ろのiuがで代屈'４輪鰹l；尺|Ⅷ繩溌wili勢ミＭ,ﾘ,あⅧので州船帯'iWi鮭#騨鳫灘篝:帝を壊し国力〕国、がま意。為''1iいな'Ⅱそ“､餓僻患齢明つ法た法七らたと。体ｌｌｌ１かのい’ﾘｌＩｌｉｌｌ鮫１こかう治確にな、魔一立述つと法○ 脇あく､徽間堰鰄かしたいの年らてョう園代Ｓ>｣＃柵'（犬よで'MiⅦけ。で鰯;ii;；蕊：余商代反わ青fZt5iiRl# |Ｍ#Iii継鴬Wiｶﾐ数人こらのにえはの、'１仏 ；鮒：Ｋ；蝉る感瞬高Ｈ〈豐聰輝糠，まこ、駅阜M2IM1噂ｉｉｉ洲鮒傷勝嫌蛾凹』す会しつの、とていたで天氏しが るにて。あ皇椛まよこ青し滞風’1Wこ犬も
いる制のつみとって’１１０脈、と泉高
◎
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遜法理念から懲法政簸へ
高
野
の
「
共
和
国
迩
法
私
案
」
は
、
一
つ
で
は
な
く
、
原
案
と
成
案
が
あ
っ
て
、
そ
の
内
窓
に
は
微
妙
な
箙
拠
が
認
め
ら
れ
る
。
終
戦
の
年
、
一
九
Ｗ
汎
年
の
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
岡
野
は
忠
法
研
究
会
の
捉
咄
行
で
あ
り
、
そ
の
活
助
の
中
心
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
遜
法
研
究
会
の
「
迩
法
草
案
泌
綱
」
が
公
表
さ
れ
、
政
府
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
捉
川
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
血
前
と
忠
わ
れ
る
時
川
に
、
商
野
は
、
遜
法
研
究
会
の
鈴
木
安
蔵
に
、
「
こ
ん
な
も
の
を
譜
い
て
き
た
が
見
て
く
れ
」
と
言
っ
て
乎
潜
き
の
淑
法
草
案
の
原
脇
を
手
渡
し
た
。
鈴
木
に
渡
し
た
高
野
私
案
が
、
今
日
、
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
高
野
の
筆
に
な
る
「
日
本
共
和
国
憲
（９）
法私案要綱」であり、これが命同好の「共和国窓法私案」の原案となっている。
雑
誌
「
新
生
」
の
一
九
四
六
年
二
月
号
に
「
改
服
迩
法
私
案
要
綱
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
高
野
の
私
案
が
一
般
に
高
野
の
「
共
和
国
恵
法私案」と受け取られているが、これは、「改正憲法」の高野私案であるだけだけなく、高野私案の「改正」案であっ
て
、
高
野
の
「
共
和
国
懲
法
私
案
」
の
成
案
で
あ
っ
た
。
大
原
社
研
に
保
作
さ
れ
て
い
る
「
ｕ
本
共
和
国
患
法
私
案
要
綱
」
と
雑
誌
「
新
生
』
に
発
表
さ
れ
た
「
改
正
慰
法
私
案
要
綱
」
と
の
間
に
は
、
元
原
稿
と
発
表
論
文
と
の
関
係
以
上
の
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
字
句
の
ま
、
わ
れ
わ
れ
が
一
九
九
六
年
の
時
点
に
立
っ
て
、
五
○
年
前
の
戦
後
民
主
革
命
と
言
わ
れ
た
状
況
に
立
ち
戻
り
高
野
の
憲
法
私
案
を
読
み
直
し
て
い
る
の
と
同
じ
距
離
感
で
、
商
野
は
明
治
懸
法
形
成
前
夜
の
状
況
を
振
り
返
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
人
日
木
帝
国
遜
法
半
世
紀
の
地
点
で
、
明
治
初
年
は
コ
カ
に
帝
王
神
権
説
を
叩
ふ
る
者
あ
れ
ば
、
他
方
に
は
主
権
在
民
、
共
和
政
体
論
を
主
張
す
る
も
の
あ
り
と
い
ふ
有
様
」
で
あ
ったと回想するところに、高野の森戸や大内との世代感覚の違いがあった。
（８）
「
囚
は
れ
た
る
民
衆
」
を
発
表
し
た
直
後
に
も
、
一
局
野
は
「
新
時
代
の
教
育
」
に
つ
い
て
論
じ
、
第
二
次
世
界
大
戦
直
後
の
状
況
を
「五十年前の姿が突如ふたたび現出しきたった」状況であるとして、「明治初川の復制」であるこの「新時代」の到来
の
時
期
に
こ
そ
専
制
的
君
主
制
の
復
活
を
阻
止
す
る
制
度
的
改
革
を
行
な
っ
て
お
こ
う
で
は
な
い
か
、
と
提
案
し
て
い
る
。
弓共和国憲法私案」の原案と成案】
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こ
の
補
注
に
よ
れ
ば
、
帝
国
懸
法
の
改
胚
を
、
高
野
が
、
忠
法
の
「
推
移
」
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
天
皇
制に代えて「大統傾ヲ元首トスル共和制」を採用することを、高野が、革命でもなく、「国体」の変革でもなく、「政
体
ヲ
変
更
ス
ル
」
こ
と
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
高
野
の
雌
史
観
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
立
言
の
受
諾
に
よ
る
懲
法
改
正
課
題
へ
の
対
応
を
、
雁
史
の
「
批
移
」
へ
の
対
応
で
あ
り
、
「
政
体
」
高
野
私
案
の
原
案
と
成
案
と
の
間
に
あ
る
違
い
は
、
｜
見
、
微
妙
な
も
の
で
あ
る
。
五
○
条
あ
る
条
文
の
個
々
に
つ
い
て
の
変
更
は
、
原
案
と
成
案
と
の
間
で
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
原
案
の
幾
つ
か
の
条
文
に
あ
る
「
国
会
」
が
成
案
で
塁
災
ご
と
な
り
、
原
案
に
あ
っ
た
可
否
同
数
の
場
合
の
議
長
の
決
定
権
条
項
と
「
信
教
の
自
由
」
に
関
す
る
条
項
が
な
ぜ
か
成
案
で
落
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
案
の
タ
イ
ト
ル
が
「
日
本
共
和
国
憲
法
私
案
要
綱
」
で
あ
っ
た
の
に
、
成
案
の
タ
イ
ト
ル
が
「
改
正
懲
法
私
案
要
綱
」
と
な
っ
て
いて、「共和川」が消し去られている点に注目したい。また、原案に掲げられた「根木原則」が「天皇制ヲ廃止シ、
之
レ
ニ
代
ヘ
テ
大
統
価
ヲ
元
首
ト
ス
ル
共
川
制
採
川
」
と
な
っ
て
い
た
の
に
、
成
案
の
「
根
本
原
則
」
が
「
天
皇
制
二
代
エ
テ
人
統
緬
ヲ
元首トスル共川制ノ採川」となっていて「大息制ヲ廃止」するとの文言が消えている点にも沈目したい。
（川）
志向野の「日本共和国恋法私案要綱」、すなわち原案に付された数行の柵注がある。
変
更
が
見
出
さ
れ
る
。
明
治
初
川
二
於
ル
氏
椛
論
ノ
興
雌
、
之
二
対
ス
ル
滞
閥
政
府
ノ
対
策
、
国
会
附
設
ノ
将
約
、
遜
法
ノ
制
定
、
此
ノ
以
後
二
於
ケ
ル
耶
凹
ノ
一
興
セ
ル
組
織
的
陰
謀
、
股
近
一
一
盃
ル
マ
デ
ノ
民
衆
ノ
奴
隷
化
現行趨扶ヲ改正シ政体ソ変史スルーー現時ヲ以テ絶好ノ機会ナリトスル剛山
現時ヲ以テ絶好ノ機会ナリトスル理由ハ「憲法改正要綱」ノ中一一アリ
皿
行
帝
囮
恋
法
ノ
Ⅲ
来
卜
批
膨
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鋸き換える理論蜂
繩れる「国体」奉
鍼いた。すなわ一
鉢定することに」
理法
る
の
で
あ
っ
た
。
恋
の
変
更
課
題
へ
の
対
応
で
あ
る
と
す
る
理
解
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
憲
法
変
遷
の
視
点
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
高
野
の
天
皇
制
否
定
の
論
理
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
・
テ
ー
ゼ
に
基
づ
く
日
本
共
旅
党
の
天
皇
制
否
定
論
と
は
異
な
る
論
理
と
な
っ
て
い
た
。
高
野
同
身
、
両
者
の
違
い
を
充
分
に
自
覚
し
て
い
た
。
「
囚
は
れ
た
る
民
衆
」
の
中
で
、
高
野
は
、
天
皇
制
の
廃
止
論
は目下のところ「共産党の独占」に限られている観があるが実はそうではない、としている。日本社会党の内部で、
民
衆
政
冷
理
念
の
保
持
者
の
間
で
、
あ
る
い
は
「
天
皇
の
個
人
に
対
し
て
は
愛
敬
の
念
禁
じ
難
き
場
合
」
に
あ
っ
て
も
、
天
皇
制
の
廃
止
を考えるものがいるのであり、「世間其人に乏しからず」とするのが高野であった。
高野自身が「明治大帝に対しては頗る親しみを覚え」ていたのであり、「敬愛の情切なるもの」があったのである。
し
か
し
高
野
は
、
敬
愛
の
情
以
上
の
「
何
等
神
掛
り
的
威
厳
を
感
じ
な
か
っ
た
」
の
で
あ
っ
た
。
高
野
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
が
「
私
共
平
民
の
率
直
な
る
感
愉
で
あ
っ
た
」
の
で
あ
っ
た
。
高
野
の
「
天
皇
制
ヲ
廃
止
」
す
る
議
論
は
、
一
平
氏
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
の
発
露
な
の
で
あ
っ
た。そこで、天皇制の廃止は、「政体」の変更として求められるのであった。
こ
こ
に
、
次
の
よ
う
な
逆
説
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
美
濃
部
達
吉
は
「
Ｍ
体
」
を
歴
史
的
伝
統
的
理
解
と
して慾法学の外に極き、「国体」と「政体」の「観念混合」（「懸法精義」）を抓否し、そこで天皇制を君主制一般に置
き
換
え
る
理
論
構
築
を
完
成
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
理
論
的
営
為
に
よ
っ
て
、
美
濃
部
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
・
テ
ー
ゼ
か
ら
導
き
出
さ
れる「国体」変革論による「革命」的行動の不毛性をはるかに超える政治改革を「政体」の変革論として成し遂げて
い
た
。
す
な
わ
ち
、
政
党
政
治
の
正
当
化
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
じ
論
理
が
、
す
な
わ
ち
、
「
図
体
」
を
避
け
「
政
体
」
の
価
域
に
場
を
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
逆
に
「
国
体
」
に
肉
薄
す
る
論
理
が
、
高
野
の
「
日
本
共
和
国
憲
法
私
案
要
綱
」
の
「
補
注
」
に
込
め
ら
れ
て
い
回
野
の
恵
法
私
案
の
原
案
で
あ
る
「
日
本
共
和
国
恵
法
私
案
要
綱
」
と
発
表
さ
れ
た
成
案
で
あ
る
「
改
正
迩
法
私
案
要
綱
」
の
間
に
あ
135
る
微
妙
な
相
述
か
ら
、
次
の
よ
う
な
高
野
の
「
共
和
国
憲
法
私
案
」
の
雑
木
橘
造
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
高
野
に
お
い
て
は
、
歴
史の「推移」視点からすれば、戦後革命は戦後改革であったのであった。「天皇制ヲ廃止」すると言うよりも「天皇
制二代エテ大統価ヲ元首トスル」と一言ったほうが的確であったのである。「政体」の変更視点からすれば、「日本共和
国
憲
法
私
案
要
綱
」
の
タ
イ
ト
ル
よ
り
も
議
会
政
治
継
承
の
契
機
を
含
む
「
改
正
憲
法
私
案
要
綱
」
の
タ
イ
ト
ル
の
ほ
う
が
妥
当
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
高
野
の
「
共
和
刷
遜
法
私
案
」
の
原
案
に
お
け
る
迩
法
理
念
の
館
川
は
、
成
案
に
お
い
て
恵
法
政
策
と
し
て
の
修
正
を
受
けたのであった。そして、そのような「政体」論展開の奥底にあるのは、まさに、ふつふつたる「団体」変更の熱情
け
た
の
で
あ
っ
た
。
蓼
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（１）拙稿「戦時体制下の社会科学研究所－森戸辰男と大原祉研ｌ」「社会労伽研究」第川一巻第三号、一九九四年一二月、参照。
大
原
社
研
は
「
戦
争
の
疾
風
の
野
に
あ
る
一
つ
の
石
か
げ
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
だ
け
小
さ
な
草
が
生
え
て
い
た
」
と
回
顧
し
て
い
る
の
は
、
大
内
兵術であった。
（２）合衆国政治顧問Ⅲ（弓すのロロ営巴の口斤困勺ｏ胃－８］シロぐ研の『８ｓのの：「のョの○・ヨョロ目の『［・『一コのレニ】のロ勺・言のＨ）が、
日本国内の政治家・官恢・学者、などに行なったインタビューの記録をＱの８日○ずとして国務省に送った資料群の一部が伊藤
悟綱。解説『政・向・識者の語る戦後柵岨』（東川版、一九九五年）として刊行されている。ポラード文糾と呼ぶことにする。
大
内
兵
衛
に
関
す
る
記
録
は
、
ポ
ラ
ー
ド
文
評
、
一
三
六
～
一
三
九
ペ
ー
ジ
。
大
内
が
狼
ラ
ー
ド
担
当
官
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
応
じ
た
一
九
四
五
年
一○月八日は、同顧問団のアチソンが、近衛文麿に憲法改正を初めて具体的に指示した日であった。
（３）第一次世界大戦直後、東京帝国大学経済学部の発足と同時に発生したのが「森戸駆件」であった。耶件の渦中にあって、
高
野
は
森
戸
や
大
内
や
櫛
Ⅲ
民
蔵
な
ど
と
共
に
「
同
人
会
」
を
結
成
し
た
。
同
人
の
多
く
は
大
原
社
会
問
題
研
究
所
の
所
員
と
な
っ
た
。
拙
稿
「『森戸事件」前後－社会運動史における知的脈絡ｌ」「社会労働研究』第四○巻第一一一・四号、一九九四年二月、参照。一九二
○年一月一三日付けの高野岩三郎のⅡ記によれば、この「同人会」の「目的」は「肢モ合班的ナル社会ノ柵成」であり、「手
段」は「漸進」であり、「場所」は「真理研究ノ府ダル大学」とされていた。高野や森戸のＺｎ皿的な社会の構成」観念が確
136
憲法Hll念から懲法政策へ
（８）同右『かつばの庇』二四五ページ以下。高野の「新時代の教育」論発表誌については［Ｋの注３］参剛。
（９）「日本共和国憲法私案要綱」の全文は、冒頭部分の写真とともに大島清「高野岩三郎伝」（岩波書店、一九六八年）に掲戟
されている。執筆の日は、「昭和二十年十一Ⅱ二十一Ⅲ～十二月十川」とあり、やや不明確である。この『商野岩三郎伝」に
よれば、原案の「下書きと見られる高野筆の草稿」があり、それには「昭和二十年十一月十八日－二十一日」との日付けが
記されているとのことである。ただし、この原案の「下書き」の所在は目下のところ不明である。
（Ⅲ）「日本共和国憲法私案要綱」の一枚目の原稿用紙の左半分に書き込まれた高野の数行の書き込みは、大島清、同右『高野岩
三
郎
伝
」
三
九
三
～
三
九
四
ペ
ー
ジ
に
正
確
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
内
容
に
即
し
た
行
組
み
を
孫
川
し
た
。
定
さ
れ
る
前
段
階
に
、
高
野
、
森
戸
、
両
人
が
社
会
政
策
学
会
有
志
と
し
て
吉
野
作
造
ら
と
試
み
た
「
幸
徳
事
件
」
の
研
究
が
あ
っ
た
（
止
掲
、
拙縞参照）。股近、公刊された吉野作造の一九一九年四月九Ⅱ付けのⅢ記で、商野、森戸、吉野、などによる「幸徳蛎件」研
究の事実を確認することが出来る（「吉野作造選集」第一四巻）。「幸徳事件」の研究会は牧野英一の発起によるものであった。
この「幸徳平件」の研究会を、「国体」に触れることなく「政体」の変化を迦して天皇制の櫛造改雛をすすめる「大正デモク
ラシー戦略」確定の一階梯と見ておきたい。
（４）森戸辰男に関する記録は、ポラード文書〔三の注２］、一四二～一四八ページ。
（５）合衆国政治顧問団（ポラード）からアメリカ国務省へ送られたＱの８ｇｏゴが、ノースウェスターン大学の日本政治史研究者
のケネス・コールグロープ教授に届けられ、コールグロープ教授が同大学に亡命中の大山郁夫教授に文書内容の検討を求め
た経過を、「大川郁夫資料」で砿認することがⅢ来る。同資料は早稲川大学現代政治経済研究所に所蔵されている。コールグ
ロープ教授と日本国憲法形成史の関係については、古関、前掲［この注ｌ］、「新憲法の誕生』第Ⅶ章、参照。
（６）鈴木安蔵「迩法制定と高野博士」『法政」一九瓦三年庇月。メイン・タイトルは「既に爽蘭的な変更」。大内の手紙には
「共和制は賛成だが、期待尚早とおもう」とあったという。なお鈴木は、別の機会に、高野は「大内君もそうかね」と「いさ
さか液しそうに笑われた」とも回想している。鈴木安蔵『趨法学三十年」評論社、一九六七年、二一一一九ページ。
（７）高野の「囚はれたる民衆」は、鈴木鵬一郎編、高野岩三郎箸「かつばの尿－遺稿集－』法政大学出版局、一九六一年、に
高
野
の
「
囚
は
れ
収められている）。
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幣
原
内
閣
が
憲
法
改
正
政
府
案
を
発
表
し
た
の
は
一
九
四
六
年
三
月
六
日
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
案
が
実
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
英
文
草
案
の
訳
文
にすぎないものであることを、高野はいちはやく知っていた。鈴木安蔵は「政府案が公表された直後、博士（高野）
の
お
宅
を
訪
ね
た
時
、
博
士
は
草
案
英
文
を
手
に
し
て
い
ら
れ
て
「
占
碩
軍
が
こ
ん
な
も
の
を
作
っ
て
、
と
う
の
昔
に
決
定
し
て
い
た
ん
（１）
だ
な
」
と
痂
嘆
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
昨
Ⅱ
の
よ
う
に
想
起
さ
れ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
こ
ん
な
も
の
を
…
」
と
い
う
高
野
の
「
痛
嘆
」
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
ｎ
本
の
労
働
糾
合
連
動
と
消
濁
組
合
連
動
の
開
拓
者
で
あ
っ
た
実
兄
・
高
野
房
太
郎
に
つ
い
て
、
高
野
は
「
囚
は
れ
た
る
民
衆
」
の
中
で
、
明
治
初
年
、
来
京
の
「
下
町
っ
子
」
と
し
て
共
に
育
っ
た
境
遇
を
回
顧
し
な
が
ら
、
「
亡
兄
の
労
働
組
合
述
助
は
目
然
発
生
的
で
あ
る」と語っている。つづけて「同様に又私の民主主義観は自然発生的である」とも述べている。高野の歴史の観念は、
固
定
観
念
の
歴
史
へ
の
持
ち
込
み
を
認
め
な
い
目
山
主
義
そ
の
も
の
の
自
然
発
生
史
観
で
あ
っ
た
と
班
解
さ
れ
る
が
、
必
ず
し
も
、
問
野
の
そ
の
よ
う
な
歴
史
観
に
曲
折
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一九二○年代から一九三○年代にかけて、五○歳代に到達していた高野であったが、ドイツ研学の機会に、マルク
ス
主
義
へ
、
同
時
に
レ
ー
ニ
ン
主
義
へ
、
一
時
で
は
あ
っ
た
が
大
き
く
接
近
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
高
野
は
、
こ
の
時
代
に
つ
い
て
、
同
じ
く
「
凶
は
れ
た
る
民
衆
」
の
巾
で
、
「
近
年
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
勃
興
、
左
翼
述
動
の
旺
盛
に
よ
っ
て
、
他
か
に
慰
め
ら
る
る
と
こ
ろ
」
があったと、率直に認めている。高野自身、沿波書店と組むことによって、「五社迎柵版」の『マルクス。エンゲル
ス
全
集
』
の
発
行
の
中
心
と
な
る
な
ど
、
左
翼
運
動
に
接
近
し
た
の
で
あ
っ
た
。
（２）
「Ⅱ社述盟版」としての『マル・エン全集』の企皿は挫折した。その挫折の経緯から、市同野は多くを学びとること
四
、
英
文
憲
法
草
案
と
高
野
岩
三
郎
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先
に
見
た
商
野
の
「
日
本
共
川
畑
恵
法
私
案
要
綱
」
の
「
柵
注
」
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
高
野
に
と
っ
て
川
本
の
近
代
史
と
は
、
「明治初期二於ル民権論ノ興隆」から始まり「軍閥ノー貰セル組織的陰謀」を通じ「最近一一至ルマデノ民衆ノ奴隷化」
が
続
け
ら
れ
た
歴
史
で
あ
っ
た
。
天
皇
制
と
い
う
魔
法
の
園
に
身
を
侭
い
て
き
た
高
野
は
、
「
囚
は
れ
た
る
民
衆
」
の
姿
を
直
視
す
る
立
場
に
お
い
て
「
我
国
に
は
到
底
自
主
自
由
の
風
は
頭
上
を
空
過
し
、
同
氏
は
未
来
永
劫
奴
隷
的
境
遇
に
川
吟
す
る
の
止
む
な
き
か
」
と
す
る想いに捉われていたと述懐している。
ほ
ぼ
諦
め
の
境
地
に
達
し
て
い
た
高
野
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
五
年
八
月
、
「
新
時
代
」
が
到
来
し
た
の
で
あ
っ
た
。
「
新
時
代
」
の
到
（３）
来
を
、
一
両
野
は
、
当
時
、
憲
法
学
説
と
し
て
展
開
さ
れ
た
「
国
体
」
の
変
革
正
当
化
の
論
理
と
な
る
「
八
月
球
命
説
」
と
は
異
な
っ
た
文
脈
で
理
解
し
た
。
自
然
発
生
史
観
か
ら
す
る
状
況
対
応
の
論
理
で
、
歴
史
の
「
惟
移
」
に
よ
っ
て
「
政
体
」
の
変
化
が
可
能
と
な
っ
た
「
絶
好
ノ
好
機
」
で
あ
る
と
捉
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
「
同
人
会
」
の
グ
ル
ー
プ
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、
社
会
的
な
活
動
と
な
っ
た
。
や
が
て
、
大
内
は
来
京
帝
大
へ
戻
り
、
森
戸
は
日
本
社
会
党
選
出
の
国
会
議
員
と
な
り
、
高
野
は
椎
川
保
と
肋
と
共
に
日
本
放
送
協
鏥会へ、と四散する形で、「同人会」のグループは、「絶好ノ好機」に対応する社会的活動の楠えをとることになる。
趣そのような高野達の眼前に、突如として現われたのがＧＨＱ案としての「新憲法」であった。高野は、思わず、占
懸価車は「こんなものを…」と「痛嘆」したのであった。
鉢関係者の証言は時間の経過につれて変わることがある。はじめ、鈴木安蔵は、高野は英文憲法草案を手にしながら
理法「
こ
ん
な
も
の
を
…
」
と
言
い
な
が
ら
「
痛
嘆
」
の
意
思
表
示
を
し
た
と
述
べ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
鈴
木
は
、
高
野
の
そ
の
と
意
き
の
状
況
を
「
す
で
に
上
か
ら
憲
法
改
旺
の
準
備
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
国
民
の
手
に
よ
る
憲
法
は
不
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
」
が
Ⅲ
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
派
社
連
盟
版
」
頓
挫
の
後
、
高
野
は
、
目
的
意
識
的
歴
史
観
へ
の
接
近
か
ら
自
然
発
生
史
観
へ
立
ち
戻
っ
て
い
る
◎
139
と「長大息、深い憂慮」の感情を示したと回顧している。鈴木の岐初の記憶である「而嘆」と、鈴木の晩年の回顧で
あ
る
「
長
大
息
」
「
深
い
憂
慮
」
の
間
に
あ
る
の
は
、
鈴
木
の
憲
法
史
研
究
者
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
の
変
化
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
（４）
れる。ここでは鈴木が高野の声を聞いてから七年しか経っていなかった時の証一一一一ｍ、「痛嘆」を採川することにし、高
野の「こんなものを…」とする「痂嘆」の意味を探ることにしたい。少なくとも三川町からの考察が可能である。
【
そ
の
一
、
同
感
】
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
日
本
政
府
に
憲
法
改
正
の
指
示
を
与
え
た
「
と
う
の
昔
」
か
ら
Ｇ
Ｈ
Ｑ
独
自
の
改
正
案
を
決
定
し
て
い
た
と
す
る
の
は
闘
野
の
誤
解
で
あ
っ
た
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
案
の
内
容
は
、
「
こ
ん
な
も
の
を
…
」
と
高
野
が
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
に
淑
法
研
究
会
や
高
野
の
私
案
と
同
じ
構
想
の
案
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
高
野
は
、
憲
法
研
究
会
や
高
野
の
数
か
月
の
努
力
は
必
要
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
ず
「
痛
嘆
」
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
「
而
喚
」
は
、
政
府
案
に
対
す
る
同
感
の
「
痛
嘆
」
と
な
っ
て
い
た
。
高
野
が
英
文
患
法
草
案
に
接
し
た
と
き
の
衝
撃
を
、
ま
ず
は
そ
う
理
解
で
き
る
。
新
憲
法
の
政
府
案
が
「
意
法
改
正
草
案
要
綱
」
と
し
て
新
聞
に
発
表
さ
れ
の
が
一
九
四
六
年
三
月
七
日
で
あ
り
、
憲
法
議
会
を
構
成
す
る議員の選川となる第二二回（戦後第一回）総選挙の告示がなされたのが二日後の一一一川九冊であった。商野は政府案
公
表
の
翌
日
、
総
選
挙
告
示
の
前
日
、
三
月
八
日
の
『
読
売
報
知
新
聞
」
に
「
憲
法
改
正
政
府
案
に
対
す
る
意
見
」
を
発
表
し
た
。
政
府
案
が
炎
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
英
文
草
案
を
原
案
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
即
解
を
前
提
と
す
る
検
討
で
あ
る
こ
と
が
、
か
な
り
露
筒
に
示
さ
れ
高
野
の
三
月
八
日
付
の
「
意
見
」
は
、
憲
法
研
究
会
草
案
と
高
野
私
案
を
一
体
化
し
た
地
点
か
ら
な
さ
れ
る
政
府
案
の
評
価
と
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
評
価
の
内
容
は
、
継
木
的
な
承
認
で
あ
っ
た
。
政
府
案
の
「
皇
位
は
君
主
が
世
襲
」
と
す
る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
一
応
は
「
国
民
主
権
の
本
質
に
顧
み
て
ど
う
し
て
も
賛
成
出
来
な
い
」
と
す
る
高
野
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
、
原
則
的
立
場
に
立
っ
た
意
見
の
開
陳
は
行
な
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
天
皇
の
役
判
を
国
家
的
儀
礼
の
担
い
手
に
限
る
と
し
た
淑
法
研
究
会
の
案
と
政
府
案
の
天
皇
条
る「意見」となっていた。
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患Wll1念から適法政簸へ
項
と
が
共
皿
す
る
一
般
君
主
制
論
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
高
野
は
注
目
し
て
い
る
。
象
徴
天
皇
制
を
、
政
策
論
の
視
点
か
ら
、
高
野
は
、
是
認
し
た
の
で
あ
る
。
高
野
は
、
衆
議
院
の
解
散
権
を
天
皇
に
付
与
し
て
い
る
と
読める条項を抜き川して、「これはいけないと忠ふ」と強く修派を求めているが、象徴天馳制の枠組みを足認した尚
野
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ
う
な
修
正
意
見
を
表
明
し
た
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
【
そ
の
二
、
要
望
】
政
府
案
の
修
脈
を
求
め
る
「
読
売
州
知
新
附
』
一
几
四
六
年
三
川
八
日
付
け
の
間
野
の
「
意
見
」
は
、
幣
原
内
閣
の政府案に対する部分修正を求める声の形をとっていたが、読む人には、高野の、ＧＨＱ案に対して批判すべき点は
批
判
し
よ
う
、
と
す
る
だ
い
た
ん
な
「
意
見
」
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
三
月
八
日
付
け
の
「
意
見
」
の
冒
頭
部
分
で
、
高
野
は
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
率
直
に
表
明
し
て
い
る
。
政
府
案
、
実
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
草
案
の
「
鮫
主
要
点
」
に
対
す
る
希
望
意
見
と
し
て
は
、
き
わ
め
て
斬
新
な
提
案
を
試
み
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
…
な
が
い
間
世
間
に
示
さ
な
か
っ
た
政
府
の
窓
法
改
正
案
が
当
然
公
表
さ
れ
て
一
般
の
批
判
を
仰
ぐ
に
至
っ
た
こ
と
は
幣
原
内
側
に
愛
想
を
っ
か
し
て
ゐ
た
私
と
い
へ
ど
も
歓
迎
せ
ざ
る
を
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
、
し
か
も
そ
の
案
が
案
外
進
歩
的
な
の
を
み
て
な
ほ
さ
ら
喜
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
…
も
っ
と
も
こ
の
政
府
案
は
そ
の
由
来
た
る
や
、
バ
カ
月
前
に
我
脚
に
お
け
る
股
間
権
威
者
た
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
部
の
脂
示
に
雌
き
、
且
つ
珈
実その指示によって発したやうに忠はれる。
…
こ
の
案
が
か
や
う
に
股
高
権
威
者
の
脂
示
に
雑
い
た
も
の
で
あ
り
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
案
の
取
扱
ひ
に
す
こ
ぶ
る
恢
販
且
つ
厳
粛
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
…
こ
の
司
令
部
の
好
意
に
報
い
る
の
み
ち
は
叩
に
こ
れ
に
阿
付
百
従
す
る
と
な
く
、
む
し
ろ
か
へ
っ
て
人
肌
率
施
に
わ
れ
わ
れ
の
希
望
的
意
見
を
開
陳
す
る
に
あ
り
と
考
へ
る
。
…
も
と
よ
り
私
は
一
例
の
私
児
を
あ
く
ま
で
も
問
持
せ
ん
と
す
る
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
班
法
研
究
会
案
を
脳
守
す
る
わ
け
で
も
な
い
け
れ
ど
も
、
棋
亜
考
廠
の
結
果
つ
く
り
あ
げ
た
案
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
出
来
る
だ
け
自
分
ら
の
案
に
近
づ
く
や
う
に
あ
り
た
い
も
の
だ
と
希
求
す
る
の
は
撫
剛
か
ら
ぬ
次
節
と
も
雰
認
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
1４１
象
徴
天
皇
の
章
を
第
一
章
と
し
な
い
。
第
一
章
を
「
国
民
的
宣
言
」
の
章
と
す
る
。
第
九
条
の
「
戦
争
の
放
棄
」
条
項
を
第
一
章
に
移
し
第
一
条
と
す
る
。
前
文
の
一
節
「
諸
国
氏
の
公
正
と
信
義
」
に
委
ね
て
「
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
」
を
確
保
す
る
と
あ
る
部
分
を
「戦争の放棄」条項の第三項とする、などである。
そ
の
他
、
岡
野
の
三
川
八
脚
付
け
の
「
意
兄
」
は
、
休
従
の
椛
利
、
参
識
院
の
職
能
代
表
制
、
土
地
国
有
制
、
な
ど
に
つ
い
て
政
府
案
の
修
正
を
求
め
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
淑
法
研
究
会
の
「
要
綱
」
な
り
商
野
私
案
に
引
き
付
け
た
希
望
趣
兄
と
な
っ
て
い
た
。
【
そ
の
三
、
脱
帽
】
「
こ
ん
な
も
の
を
…
」
と
す
る
高
野
の
「
痂
喚
」
に
は
、
慰
法
研
究
会
や
高
野
が
考
え
て
い
た
懲
法
柵
想
と
同
じ
内
容
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
筋
き
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
憲
法
研
究
会
や
高
野
の
恋
法
構
想
を
越
え
る
内
容
の
規
定
が
あ
っ
た
こ
と
へ
の
雌
き
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
鰍
き
の
肢
た
る
も
の
が
「
戦
争
放
棄
」
条
項
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
地
力
自
治
の
章
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
憲
法
研
究
会
や
高
野
の
憲
法
構
想
に
地
方
の
自
治
な
る
観
念
は
、
い
っ
さ
い
含
ま
れ
て
（５）
いなかった。一価野は、地方自治の渥早については全而的な賛意を表明、公選主義の明記を求めるだけであった。
＊
＊
＊
政
府
案
の
発
表
に
接
し
て
高
野
が
「
痛
嘆
」
し
た
の
に
対
し
、
も
る
手
を
準
げ
て
歓
迎
し
、
「
蹄
き
」
と
「
喜
び
」
を
感
じ
た
と
懐
想
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
来
京
帝
国
大
学
迩
法
研
究
委
員
会
の
が
Ⅲ
気
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
南
原
繁
総
長
の
発
怠
で
、
来
京
帝
川
大
学
に
迩
法
研
究
委
員
会
が
設
け
ら
れ
た
の
は
一
几
四
六
年
二
月
一
四
川
で
あ
っ
た
。
委
貝
長
は
宮沢俊義であり、委員としては高木八尺、末広厳太郎、和辻哲郎、我妻栄、価川喜三郎、大内兵術、大河内一男、丸
山
貞
男
、
な
ど
が
加
わ
っ
て
い
た
。
委
員
会
発
足
二
○
ｕ
後
、
政
府
案
の
発
表
が
あ
っ
て
、
自
主
蔵
案
作
成
の
予
定
は
変
更
さ
れ
、
政
府
案
の
検
討
が
主
な
課
題
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
恵
法
改
正
手
続
き
が
肢
も
亜
要
な
課
題
と
考
え
ら
れ
、
愈
法
会
議
を
提
岨
する第一次の報告が行なわれた。政府案の逐条審議の結果を第二次報告として、この委員会は、その任務を終えた。
1２
趨法理念から恋法政菜へ
（６）
そう記録しているのは我妻栄である。
我
我
に
よ
れ
ば
、
東
京
帝
国
大
学
の
適
法
研
究
委
貝
会
は
、
政
府
案
に
つ
い
て
「
当
時
槻
秘
に
さ
れ
て
い
た
そ
の
出
所
に
つ
い
て
、
委
員
会
は
大
体
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
」
が
、
「
し
か
も
な
お
、
こ
れ
を
『
押
し
付
け
ら
れ
た
不
本
意
な
も
の
」
と
考
え
た
者
は
一
人
も
い
なかった」という。政府案は、大多数の委員にとって「大きな驚き」であったが、「大きな喜び」でもあったのであっ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
内
容
の
政
府
案
で
あ
っ
た
た
め
「
岐
初
の
計
画
に
従
っ
て
討
議
を
吸
れ
て
独
自
の
案
を
作
る
暇
の
な
か
っ
た
ことが僻しまれる」と我妻は述べている。
（１）鈴木、前掲〔三の注６〕、「遼法体制と間野博士」。ＣⅡＱの英文軍案は、宮沢俊義、木弘厳太郎、その他、東京帝人恵法研
究委貝会のメンバーの川で知られていた。古川、前川［この注ｌ］、『新懲扶の誕生』一パバページ。
（
２
）
一
九
二
七
年
、
高
野
は
ベ
ル
リ
ン
で
国
崎
定
洞
と
会
い
、
ド
イ
ツ
共
産
党
の
大
会
に
出
席
し
、
モ
ス
ク
ワ
で
は
リ
ヒ
ァ
ル
ト
・
ゾ
ル
ゲ
の
案
内
で
レ
ー
ニ
ン
研
究
所
を
訪
れ
て
い
る
。
帰
国
後
、
高
野
は
岩
波
茂
雄
と
会
っ
て
「
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
」
の
「
五
社
連
盟
版
」
に
取
り
組んだ。川上武・加藤哲郎著『人間・国崎定桐」（勁草謝一腸、一九九五年）が明らかにしているように、この時期、ベルリン
日
本
共
産
主
稚
打
の
祇
助
が
柵
発
で
あ
っ
た
。
筒
野
も
日
本
此
確
主
稚
濁
ベ
ル
リ
ン
・
グ
ル
ー
プ
の
工
作
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
改
造
社
の
同
じ
企
画
と
賊
っ
た
「
汎
社
迎
盟
版
」
の
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
災
』
に
つ
い
て
は
、
拙
隅
、
前
掲
〔
三
の
注
ｌ
］
「
戦
時
体
制
下
の
社
会
科
学
研
究
所
」
節
三
節
「
二
つ
の
『
マ
ル
・
エ
ン
全
集
上
を
参
照
。
（
３
）
政
府
側
の
趨
法
收
案
作
成
過
限
に
あ
っ
て
混
乱
を
示
し
た
鴬
沢
俊
我
の
論
班
粧
剛
簸
と
し
て
腿
示
さ
れ
た
の
が
「
八
Ⅱ
破
命
説
」
で
あ
り
、
こ
の説は、来京帝大趨法研究委員会における丸山典男の発言に触発されたアイデアであったと推定されている。そう批疋する
材料を提供するのは鵜飼信成であった（古関彰一、前掲［この注ｌ］、『新憲法の誕生」一五七ページ）。ここで次のような
疑問が生じる。歴史意識の古層の研究で、日本の思想のプロトタイプとしての「執勘低音」に「つぎつぎとなるいきほひ」
をみてとる丸山であった（『几山奥男巣』第一○巻）。Ｏ正統とＬ正統の理論榊築から、Ⅱ水の思想のプロトタイプの表出を、
「
敗
戦
の
破
局
か
ら
新
恵
法
制
定
に
い
た
る
疾
風
怒
滴
の
短
い
川
間
」
に
「
わ
ず
か
に
波
頭
に
浮
か
び
上
が
っ
た
」
と
把
捉
す
る
丸
川
で
あ
っ
た
1４３
（４）鈴木安蔵「憲法制定前後」青木聾店、一九七七年、一四九ページ。この書の中で鈴木は高野の天皇制廃止の提咄を振り返っ
て評価し、「共和制を確立しなかった結果は、この三十年間の国政の実態の示すところである」としている（六五ぺｌジ）。
と
こ
ろ
で
、
鈴
木
は
、
一
九
四
五
年
一
二
月
に
は
、
天
皇
制
の
「
根
本
的
な
改
革
」
を
求
め
て
い
た
が
、
そ
の
改
革
を
「
天
皇
制
の
存
続
の
た
め
に
」
断
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
し
て
い
た
（
鈴
木
「
民
主
憲
法
の
構
想
』
光
文
社
、
’
九
四
六
年
。
二
七
ペ
ー
ジ
）
。
鈴
木
の
ス
タ
ン
ス
の
変
化
は明瞭である。そもそも、鈴木の戦後の憲法論と、鈴木の戦前の著作である「日本政治の基準』（東洋経済新報社、’九四一
年）が説く明治憲法論との間にも大きなスタンスの変化があった。日米戦争開始の前夜に「国民思想の統一」を説き、「目的
の究極」は「八絃一宇の大理想を以て、皇道を全世界余人頚に宣布・確立するにある」とするのが、鈴木の明治憲法論であっ
たのである（同書三五三～三五四ページ）。鈴木は、『日本政治の基準」の刊行意図について、戦後の著作「憲法学一一一十年』
（前掲〔三の注６］）で、丸山幹治と丸山真男の名を出して釈明しているが（一六六～一六七ページ）、上記引川箇所につい
て
の
弁
明
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
（５）戦前の鮴産政党において、一九三○年代初頭に、「地力、治体を囚家の党利的支配より解放」するとの政策脂針が明示され、
．股投票による知那の選挙」「内務大蔵両大腿の道府県起伏許可権の廃止」などのスローガンが採択されていた。一九三○
年代の社会大衆党の場合、府県会・市会へ進出した議員の数は二○○名を超えていた（仙稿「熈産政党と自治体改雛」『社会
労働研究』第二四巻第三号、一九七八年、参照）。社会労働迎勁を背殻とする高野の「共和国趨法私案」であったが、地方自
治
に
関
す
る
限
り
、
無
産
政
党
の
経
験
の
継
承
は
十
全
で
は
な
か
っ
た
。
（６）我妻「知られざる憲法討議－制定時における東京帝国大学憲法研究委員会報告書をめぐって－」『世界」一九六二年八月。
（『丸山真男災』第二巻）。この丸山に「八月革命説」があったとすれば、それは、はたして、宮沢によって理解されるよう
なものであったのか。むしろ、高野の自然発生史観に共通する何かを含むものではなかったであろうか（『丸山真男染』は岩
波瞥店、一九九六年刊。以下同じ）。社会巡勤史において、大衆連動をその日然発生性において捉える視点がローザ・ルクセン
ブルクなどによって提起されている（高橋、前禍［一の注ｌ］、『川本の社会民主主義政党』肛六～Ⅲ七ページ参照）。間野の
自然発生史観が、レーニン批判としてローザによって提示されたｚ固白『三斤すい｝ｎコ六の一［に通庇する史観であることは確かで
あろう。
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きわめてラディカルな恵法の変革を柵処していた商野であったが、その描似を「改正恵法私案要綱」として発表す
る
に
あ
た
っ
て
、
恵
法
哩
念
を
「
肉
付
け
」
す
る
憲
法
政
策
の
価
域
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
た
事
実
が
あ
る
。
「
囚
は
れ
た
る
民
衆
」
の
岐
後
の
結
び
と
な
る
一
節
で
、
間
野
は
「
併
し
な
が
ら
逝
法
は
如
何
に
帖
巧
に
成
業
さ
れ
て
も
、
漉
す
る
に
我
国
比
の
生
活
の
大
水
、
（▼Ｔ〉
（１）
鏥文仙的冊糾みを一水すに止まる。史にこれを明確なる肉付けを施こさなければならない」と述べていた。
繩このように、恵法理念に対する「肉付け」作業の課題性を認めた高野であったが、一両野において、その課題への取
錨り細みは、必ずしも川碓な形で光分に展川されたとは一言えない。わずかに、高野私案発表直後の一、一一、の発言に、
鈍高野の「肉付け」構想が窺える程度である。
理法雑
誌
「
新
生
」
で
「
改
正
恵
法
私
案
要
綱
」
を
発
表
し
た
直
後
の
一
九
四
六
年
四
月
、
日
本
放
送
協
会
会
長
に
就
任
し
た
一
尚
野
は
、
枕
恵
任
の
挨
拶
で
、
ラ
ジ
オ
は
「
平
和
的
文
化
日
本
を
処
識
す
る
た
め
に
肢
も
亜
要
な
手
段
で
あ
る
」
と
し
、
「
広
汎
な
国
民
大
衆
」
の
た
め
同
年
四
月
の
惣
抜
川
迦
研
究
会
例
会
に
お
け
る
我
斐
州
俗
の
内
奔
を
ま
と
め
た
し
の
と
さ
れ
て
い
る
。
【
注
記
追
補
】
東
京
帝
大
懸
法
研
究
委
員
会
の
南
原
総
長
宛
の
「
第
一
次
報
告
」
は
、
同
上
の
「
世
界
』
誌
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
報
併
掛
は
、
主
と
し
て
丸
山
真
列
が
執
鍬
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
報
告
郷
に
お
け
る
趨
法
会
議
の
提
案
は
、
文
言
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
か
ら
蛾
み
上
げ
る
憲
法
論
議
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
実
践
例
が
、
丸
山
が
取
り
組
ん
だ
庶
民
大
学三島教室であった。丸山「戦後民主主義の『原点」」『丸山真男集』第十五巻、丸山「デモクラシーと人間性」「丸山真男集』
第
十
六
巻
、
な
ど
を
参
照
。
Ｎ
Ⅱ
Ｋ
テ
レ
ビ
、
一
九
九
六
年
一
二
Ⅱ
放
映
「
丸
山
真
兜
と
戦
後
日
本
」
を
も
参
照
。
Ｈ１
、ウ
ェ
ッ
プ
夫
斐
と
間
野
の
コ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ー
結
び
に
変
え
て
－
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続けて、高野は、「新人』一九四六年五月号で教育について論じている。まず、歴史教育との関迎で、「四十歳以上
の
人
々
」
が
い
っ
さ
い
「
教
埋
よ
り
退
去
」
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
、
と
さ
れ
た
。
初
等
教
育
に
お
け
る
英
語
教
育
、
漢
字
制
限
の
国
語
教
育
、
な
ど
の
重
視
、
修
身
教
育
に
代
わ
る
理
科
教
育
、
青
楽
・
図
画
な
ど
の
悩
操
教
育
、
特
に
「
動
物
愛
の
鼓
吹
」
な
ど
が
求
め
ら
れ
たが、間野の主帳の力点は、小学校教育を叩なる初等教育と見るのではなく、図乢教育の「岐終の教育」の場として
「最愛の重点」を置くところに置かれた。「形式的虚礼」の廃止によって国民の基礎教育となる小学校教育の「合理的
（３）
進皿の方向」が目指され、「児》皿の自然的なる心慨の発麟」を待つ姿勢が求められた。
遜
法
私
案
提
起
後
の
高
野
の
憲
法
論
議
は
、
以
上
の
よ
う
な
政
莱
的
提
言
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
Ｕ
本
社
会
の
自
然
史
的発展にそった道筋で迩法皿念の具体化を図ろうとする政策科学の視点であり、日本国遜法を「合理的な社会の勝成」
原理として患法政簸論展開の公聯とする姿勢であった。高野が、「祈遜法」の政簸案、実はＧＨＱの英文草案を見て
思わず「こんなものを…」と「痂嘆」した意味は、「新淑法」政府案に込められた民主化と社会化の政簸論的可能性
を
読
み
取
っ
た
驚
き
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
提示された遜法雌念に「明雌なる肉付けを施さなければならない」とする間野であり、忠法皿念を具体化する忠法
政策の展開を企図する高野であったが、そのような方向を明示した「囚はれたる民衆」の結びの言葉として、高野が
示
し
て
い
る
の
は
、
ウ
ェ
ッ
プ
夫
妻
の
コ
ソ
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ン
構
想
へ
の
強
い
関
心
で
あ
っ
た
。
「
嘗
て
英
国
に
於
て
ウ
ェ
ッ
ブ
夫
（２）
あった。
のラジオ、換一言すれば「釛労大衆」のためのラジオを目指すと述べた。ここで、高野が揚げたラジオ文化の目標は、
６
「アリヵの制度文物」をたゆみなく迅速に紹介し摂取する》」とであり、それらを迦じて囚氏の一人一人が「道義の芥ｌ
り
高
き
人
格
」
へ
導
か
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
わ
が
国
の
大
き
な
弱
点
で
あ
る
女
子
を
軽
蔑
す
る
こ
と
を
矯
正
」
す
る
こ
と
で
ウ
エ
ッ
プ
夫
妻
は
、
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
事
務
局
の
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
に
対
す
る
要
請
に
応
え
て
、
一
九
二
○
年
に
『
人
災社会主我図の撤収（８コの貸日】。。）」を公にした。社会主我インターナショナル瓢務局の要諦とは、瀧業と労働の
「社会化」（⑫ｇ）口］】田【一・コ）について巡行状況を川らかにし、社会主義的コンスティテューション課題の具体的内雰を
報
告
せ
よ
、
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ウ
ェ
ッ
プ
夫
妻
は
、
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
綱
航
「
労
働
と
新
社
会
秩
序
」
に
雄
づ
い
て
、
や
が
て
成立するであろう労働党政権の政策内容を詳細に展開した。ウエップ夫妻の言う慣習法の国におけるコンスティテュー
シ
ョ
ン
と
は
、
憲
法
典
で
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
憲
法
理
念
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
か
っ
て
Ｗ
・
パ
ジ
ョ
ッ
ト
が
提
示
し
た
一
九
世紀的イギリス国家描造としてのコンスティテューションに代位する二○世紀的イギリス社会のコンスティテューショ
ンであり、「社会化」を直視する政策プログラムであったのである。
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
と
一
身
に
し
て
三
世
、
あ
る
い
は
昭
和
前
期
と
後
期
を
分
け
れ
ば
、
一
身
に
し
て
四
世
を
経
験
し
た
高
野
で
あ
つ
いたが、その高野のコンスティテューション構想を一貸したのは「合理的な社会の術成」であったから、本来、商野の
Ａ
９
〆
池柵想は、柵迭的に皿念柵似である以上に政策柵似であった。その高野のコンスティテューション柵想は、当初から、
郷ウエップ夫妻のコンスティテューション柵似と歩みを共にするものとなっていた・
か念ウェップ夫妻が「大英社会主義国の構成」を発表したのは一九二○年であったが、一同野が櫛川氏蔵、森戸辰男、大
Ｐ法内
兵
衞
ら
と
学
問
の
場
に
お
け
る
「
〈
Ｕ
皿
的
な
社
会
の
柵
成
」
を
目
脂
す
「
同
人
会
」
の
結
成
を
語
り
〈
□
い
、
人
脈
社
会
問
題
研
究
所
を
逝
活
動
の
場
と
し
て
確
認
し
た
の
も
、
奇
し
く
も
同
じ
年
の
一
九
二
○
年
、
す
な
わ
ち
人
正
九
年
で
あ
っ
た
。
妻は『大英社会主義国の構成」……を群はして、この厩の橘想を公けにしたのであるが、私も亦柳かえに倣って我国
に
枕
て
同
航
の
企
図
を
貯
賦
し
て
ゐ
る
。
芳
似
此
の
緒
に
就
大
な
ら
ば
、
公
け
に
し
て
世
間
の
批
判
を
仰
ぎ
た
い
と
希
望
し
て
ゐ
る
次
第
である」と高野は述べている。
1７
ラ
ジ
オ
放
送
の
怠
筏
で
あ
る
と
か
、
新
た
な
教
育
皿
念
の
提
起
に
、
高
野
の
日
本
国
忠
法
の
体
制
に
身
を
世
い
た
政
躯
腿
側
の
姿
勢
を
見
る
こ
と
が
Ⅲ
来
る
の
で
あ
り
、
ウ
ェ
ッ
プ
火
斐
の
『
人
災
社
会
主
義
囮
の
棚
成
」
に
対
す
る
商
野
の
こ
だ
わ
り
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
理
解
を
導
き
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
ウ
ェ
ッ
プ
夫
妻
に
よ
る
『
人
災
社
会
主
義
国
の
構
成
』
の
訳
齊
は
、
一
九
四
八
年
に
版
を
新
た
に
し
て
再
刊
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
に
付
さ
れ
た
大
原
社
会
問
題
研
究
所
の
名
に
よ
る
序
文
の
一
節
が
、
再
刊
の
意
例
を
明
快
に
語
っ
て
い
る
。
「
わ
が
国
に
於
て
も
敗
戦
の
結
果
と
し
て
今
や
未
働
有
の
社
会
改
革
が
行
は
れ
よ
う
と
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
が
如
何
な
る
行
き
方
を
と
る
に
せ
よ
、
『
徐
々
に
然
し
確
災
に
』
進
ま
う
と
す
る
英
国
旅
の
改
蛾
案
を
詳
述
し
た
水
瞥
の
中
に
は
啓
蒙
的
な
多
く
の
も
の
が
見
川
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
。
こ
の
序
文
は
、
お
「
Ⅱ
水
共
和
国
の
椛
成
」
の
、
然
題
法
の
政
簸
的
展
附
で
あ
っ
た
。
一
九
二
ｎ
年
に
大
原
社
研
か
ら
「
大
災
社
会
主
義
囚
の
柵
成
」
が
訳
Ⅲ
さ
れ
、
一
九
二
七
年
に
は
、
商
野
ほ
か
の
訳
で
、
同
じ
ワ
ェ
ッ
プ
夫
妻
の
『
産
業
民
主
制
』
が
訳
出
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
同
人
社
刊
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
訳
業
が
、
ま
た
、
大
原
社
研
の
研
究
活
助
が
、
高
野
の
「
合
理
的
な
社
会
の
栃
成
」
櫛
想
が
、
そ
し
て
、
コ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ン
柵
想
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ェ
ビ
ァ
ン
社
会主義や産業民主主義と、そして「社会化」としての社会民主主義と同調するものであったことを物語っている。
商
野
は
、
共
和
凹
遜
法
の
柵
似
と
と
も
に
、
憲
法
理
念
と
い
う
「
文
性
的
什
組
」
に
「
肉
付
け
」
す
る
窓
法
政
箙
の
伽
域
が
今
後
の
理
論
訓
剛
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
り
、
ウ
ェ
ッ
プ
大
変
の
『
人
災
社
会
主
義
囮
の
描
成
」
の
よ
う
な
仕
叩
に
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
と
公
約
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
そ
の
公
約
は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
高
野
は
、
趨
法
私
案
を
発
表
し
た
後
、
Ⅲ
水
放
送
協
会
の
会
長
へ
の
就
伍
な
ど
が
あ
っ
て
多
忙
と
な
り
、
つ
い
に
「
川
本
比
Ⅲ
側
の
柵
成
」
を
ま
と
め
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
く
、
高
野
は
、
「
新
憲
法
」
で
あ
る
日
本
国
憲
法
に
「
合
理
的
な
社
会
の
擶
成
」
と
し
て
の
「
Ⅱ
水
共
和
国
の
椛
成
」
の
日
然
発
生
史
的
な
端
緒
の
発
現
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
課
題
と
し
て
自
覚
さ
れ
た
の
は
、
Ⅱ
水
国
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と
こ
ろ
で
、
ウ
ェ
ッ
プ
夫
妻
が
新
た
な
社
会
秩
序
と
し
て
拙
く
コ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
、
「
協
同
民
主
国
」
に
お
け
る
「
社
会
化
」
の
体
制
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
Ⅲ
い
制
度
で
あ
る
世
腿
的
沿
王
制
の
廃
止
を
含
ま
な
い
」
政
治
制
肛
と
な
っ
て
い
た
。
「
社
会
化」と君主制のⅢ係はどうなるのか。ウェップ夫妻は、「宮廷」が「社会的諸価値についての新しい感覚」を持ち得
（１）
ないようになった時、「この制度は急速に消滅（臼田ロロの“「）するであろう」と予想しているのであった。
新
遜
法
の
象
徴
天
皇
制
は
、
遜
法
研
究
会
が
「
図
家
的
儀
礼
ヲ
司
ル
」
と
し
た
櫛
想
の
具
体
化
で
あ
る
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。
懲
按
研
究
会
の
巾
で
は
、
天
皇
を
「
象
徴
」
と
す
る
案
も
出
さ
れ
て
い
た
し
、
森
戸
に
至
っ
て
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
政
治
顧
問
団
に
大
息
を
「
モ
ラ
ル
・
シ
ン
ボ
ル
」
と
す
る
ア
イ
デ
ア
ま
で
提
供
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
動
き
の
中
心
に
立
っ
て
い
た
高
野
で
あ
っ
た
が
、
森
戸
辰
男
が
高
野
（５）
に
つ
い
て
回
想
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
象
徴
火
星
制
成
立
後
、
「
宮
中
に
州
か
れ
て
も
先
生
は
参
内
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
象
徴
天
皇
制
を
承
認
し
な
が
ら
、
芯
主
制
に
対
す
る
原
皿
的
な
不
承
認
の
立
場
を
堅
持
し
続
け
た
高
野
で
あ
っ
た
。
高
野
の
自
然
発
生
史
観
は
、
ウ
ェ
ッ
プ
夫
妻
の
コ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
シ
ョ
ン
柵
想
と
同
じ
よ
う
に
、
日
本
の
社
会
に
お
け
る
君
主
制
の
「氏惣」からの離反と、それにより符王制が「極めて迅速に川城し去る」状況を似施し予想するものとなっていたと
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
岡
野
の
天
皇
制
の
廃
止
と
い
う
迩
法
皿
念
は
、
「
新
忠
法
」
に
お
け
る
象
徴
天
皇
制
と
い
う
政
策
的
対
応
に
、
魔
法
の
園
の
自
然
発
生
史
的
な
終
局
の
見
通
し
を
見
出
し
て
い
た
。
（１）先に見たように、高野の「囚はれたる民衆」は、『新生』第二巻鋼二ｍ勺、一九四六年二Ⅱ、に蝿噸された後、方珊剖瑞三郎粋・
鈴
水
川
一
郎
編
『
か
つ
ば
の
庇
１
週
縞
災
－
」
法
政
大
学
出
版
厨
、
一
九
六
一
年
、
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
た
◎
そ
ら
く
は
、
日
本
放
送
協
会
の
会
長
就
任
の
条
件
と
し
て
大
原
社
研
の
迎
営
へ
の
継
続
的
関
与
を
挙
げ
て
い
た
高
野
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
「
析
迩
法
」
体
制
の
展
附
過
蝿
に
、
商
野
は
、
「
谷
川
的
な
社
会
の
柵
成
」
の
腿
附
を
見
て
取
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
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（２）商野岩三郎「日木放送協会会長就伍の挨拶」『Ⅲ水放送協会報』一九四六年四月三○日、号外。同右『かつばの庇』に所収。
（３）間野岩三郎「新時代の教育について」『新人』第二六巻第二号、一九四六年五月。同右「かつばの庇」に所収。
（４）の§の望目Ｑｍ８【１．の三のワワ・ェｇ夙冒員§か、蔚吻・§』時へＱミヨ・菖目ミミＱ§副冒笥・ト。。ｍ：。ｍ・巳⑭Ｐ
ロ・』８．訳文については、丸岡正光、山村論、岡本秀昭、各氏の例を参照。
（５）森戸辰男、前掲〔この注９］「高野岩三郎先生追憶会の記」における発言。
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